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限定的環境（例えば「千葉の地図をたくさん買った」。以下、「X の Y を」構文）及び、アクセント弱化が
生じない非限定的環境（例えば「千葉で地図をたくさん買った」。以下、「X で Y を」構文）を調査対象と
して発音させ、学習者によるアクセント・イントネーションの音声的・音韻的特徴について検討している。
実験の結果、アクセント弱化が生じない非限定的環境の「X で Y を」構文においては、全員に同様のイン
トネーションパタンが見られる。一方、アクセント弱化が生じる限定的環境の「X の Y を」構文において
は、学習者によって異なるイントネーションパタンが確認される。以上のことから、学習者は、アクセント
弱化が生じない環境のイントネーションパタンは習得していないが、アクセント弱化が生じる環境の統語構
造が母語の統語構造と類似しているため、習得していることが示される。さらに、2 拍語と 3 拍語に分け
て分析した結果、音節数が多いほど、イントネーション及びアクセントの実現が困難であることが主張され
る。 
第 5章では、第 4章と同様、アクセント弱化が生じない非限定的環境（「X で Y を」構文）及びアクセ






























  知覚面については、実験結果の解釈に Cruz-Ferreira（1989）によるイントネーション知覚過程のモデル
を援用することで、韻律の知覚における習得順序について、新たな見解を提供している。つまり、提示され
た文の統語構造やそのイントネーションパタンが既知か否かで学習者の使用基準が異なること、「X の Y 









  平成 31年 1月 18日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本
論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致
で合格と判定された。 
 
３ 結論 
  上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（言語学）の学位を受けるに十分な資格を
有するものと認める。 
 
 
